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市役所からのお知らせ
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地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
お

よ
び
自
治
会
の
振
興
を
図
る
た

め
、
自
治
公
民
館
（
地
区
公
民

館
）
の
新
増
改
築
・
修
復
・
駐

車
場
整
備
・
キ
ッ
チ
ン
セ
ッ
ト

整
備
・
空
調
設
備
整
備
・
下
水

道
接
続
設
備
整
備
に
対
し
、
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。（
修
復
に
つ
い

て
は
、
補
助
対
象
に
制
限
が
あ

り
ま
す
。）

　
令
和
4
年
度
に
整
備
を
計
画

し
て
い
る
自
治
会
は
、
4
月
か

ら
6
月
末
日
ま
で
の
期
間
内
に

計
画
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
前
年
度
ま
で
に
不
採

択
と
な
っ
た
事
業
に
つ
い
て
本

年
度
補
助
金
の
交
付
を
希
望
す

る
場
合
は
、
あ
ら
た
め
て
の
提

出
が
必
要
で
す
。

　
締
切
後
に
計
画
内
容
・
緊
急

性
を
精
査
の
上
、
交
付
先
を
決

定
し
ま
す
。（
事
前
着
工
は
不

可
）

　
な
お
、
著
し
い
雨
漏
り
や
シ

ロ
ア
リ
被
害
な
ど
、
緊
急
を
要

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
記

の
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
随
時
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

～松浦市少年消防クラブの活動～

　少年消防クラブは、火災予防の普及と防火思想の向上を図ることを目的として、少年少女で構
成する防災組織です。
　松浦市内の小学校ごとに９クラブが結成されており、広報活動や研修
会、消防学校入校などさまざまな活動を行います。
　現在は新型コロナウイルスの影響から活動制限がある状況ですが、各ク
ラブごとに防火広報を行うなど、可能な限り市民の皆さんに防火意識の向
上を呼び掛ける活動を行っています。

　消防本部消防課予防係
　☎ 0956-72-1211

松
浦
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
金
事
業
補
助
金

　 
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

☎
内
線
３
１
１
・
３
４
１

　
文
化
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
を
図
る
た
め
、
松
浦
市
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
を
設
置
し
、

市
民
（
団
体
・
個
人
）
が
実
施

す
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
お

よ
び
大
会
等
出
場
に
関
す
る
事

業
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
交
付
に
は
、
事
前
の

申
請
が
必
要
で
す
。
実
施
・
出

場
を
計
画
す
る
場
合
は
、
お
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
事

後
申
請
は
不
可
）
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障害のある方が受給できる各種手当
福祉事務所障害福祉係　☎内線 157

　身体または精神に重度または中度の障害をお持ちの人で、障害の程度が手当の認定基準に該当
する場合、申請により各種手当が受給できます。申請には専門医の診断書が必要です。

【特別障害者手当】

○申請できる人　　20 歳以上で、重度の障害のため日常生活において常時介護が必要な人
　　　　　　　　　（障害年金と併給可能です）
○申請できない人　①病院等に継続して 3か月を超えて入院している人
　　　　　　　　　②施設等に入所中の人
　　　　　　　　　③本人または同居の親族の所得が一定以上ある人
　　　　　　　　　（扶養親族数により異なります）
○手当月額　　　　27,300 円（支給月　5月・8月・11 月・2月）

市役所からのお知らせ

【障害児福祉手当】

○申請できる人　　20 歳未満で、重度の障害のため日常生活において常時介護が必要な人
○申請できない人　①障害を支給理由とする公的年金等を受けている人
　　　　　　　　　②施設等に入所中の人
　　　　　　　　　③父母または同居の親族の所得が一定以上ある人
　　　　　　　　　（扶養親族数により異なります）
○手当月額　　　　14,850 円（支給月　5月・8月・11 月・2月）

【特別児童扶養手当】
○申請できる人　　20 歳未満の障害のある児童を監護する父母
　　　　　　　　　（または養育者）
○申請できない人　①障害を支給理由とする公的年金等を受けている児童の父母
　　　　　　　　　②施設等に入所中の児童の父母
　　　　　　　　　③父母または同居の親族の所得が一定以上ある人
　　　　　　　　　（扶養親族数により異なります）
○手当月額　　　　（1級）…52,400 円（2級）…34,900 円　　（支給月　4月・8月・11 月）

※支給金額は令和 4年 4月 1日から適用


